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史料読みjと練馬母親連絡会資料

沼尻晃伸(立教大学文学部教授、共生社会研究センター副センター長) 

1. r史料読みj文献として

私は、自分が担当する� 2年.3年ゼミにおいて、必ず「史料読み」

を行うようにしている。卒業論文を書くためには、ゼミで 次史料

を読み、「史料読みJの面白さと難しさを経験することが必須だか

らである。その際、これまで、民衆自らの手で書かれた史料を取

リ上げてきた。長らく取リ上げてきたのは、農民の日記として著

名な西田美昭 久保安夫編 『西山光一日記J及び『西山光一戦後

日記Jだが、20世紀後半の、しかも今度は女性の手で書かれた史

料を読むことはできないかと、昨年くらいから考え始めた。そこで、

考えついたのが、共生社会研究センターに所蔵されている練馬母

親連絡会資料である。同資料を通じて、ドルショック� -オイルショッ

ク後の� 1970年代を対象にしな力、ら、人々の生活上の諸問題と地方

自治体-国家との関係を探ることができるのではないか。こう考

えて、昨年秋から、同会力、発行している『練馬母親ニュース.](1972 

年� .1973年)と、『練馬母親豆二ユース.] ( 1976年3月 ~)の[史

料読みJを開始したのである。� 

2. 悪戦苦闘の日々

ゼミでは、1970年代の通史を学び直したうえで、練馬の女性史

を拓く会『始まりはひとりから 練馬の女性たちの記録』を参

考文献として「史料読みJを始めた。し力、し現在に至るまで、悪

戦苦闘の日々が続いている。

)、.•学生にとって難しいのは(私にとっても相当難しいが� . 

史料に出てくる女性たちの活動が極めて広範である点だ。『練馬母

親二ユースJ1972年9月25日号に出てくる主な内容を列挙すれ

ば、母親大会、教科書問題学習会、グラントハイツに関する説明会、

給食懇談会、用途地域に関する要望書、「環七を考える会Jによる

アンケート結果、練馬母親大会の報告として「教育のもんだしリ、「公

害のもんだいム「老後のもんだいム「平和のもんだいム「児童文

化のもんだしリ、� [社会教育のもんだいj、「保育所のもんだしリ、「医

療のもんだいJ . . .。二ユースに出てくるこれらの内容を把握す

るため、各レポーターは、教青、社会福祉、医療、公害、都市計画、

戦争など、様々な分野において、1972年時点、で、どのような法律

や政策があって、そのなかで女性たちは何を問題にしていたのか

を把握しなければならない。� 1970年代に刊行された各分野の概説

書を緬くことも、しばしばである。� 

3. 印象に残る史料から

史料の中身を消化しきれない場合も多いが、他方で、史料の文

言をめぐって議論になる場合もある。そのような史料て'印象に残っ

ているものを、2点紹介する。� 

計画をかんがえるj。同年6月1日に開催された都 ・区と住民との都

市計画に関する懇談会の様子力、記されている。そのなかで、住民

側の発言に以下のようなものがある。

さき程ミクロ的でなくマクロ的視点をといわれたが、単にミ

クロ的立場だけで何年も苦しい住民運動をつづけられるわけで

はなく 、その聞に住民はいやおうな しにマクロ的な視野を持つ

ものとして成長しつつある。ということを忘れないてやほしい。� 

(7頁)

住民側の主張は何を意昧しているのかが、議論になった。都市

計画に関して住民側からの働きかけがわかる史料という意昧で興

昧深いが、何よりも、行政側の主張に対し、住民側が「ミクロ的

立場Jと「マクロ的な視野Jの双方を関連付けて論じている思考

様式が印象に残る。

もう一つは、『ねりま母親豆二ユース.]3号、1976年5月の� rr子
ども集会』もやりますよJの記事。以下のように記されている。

みなさんは、それぞれ[わが子Jほか、そのまわりの子ども

たちをひっぱり、塾経営者は塾の子をひっぱり、文庫や児童館

に関係している人は、そこの子たちをひっぱってこなければな

リません。学校にはあえてたのまないことにします。(2頁)

なぜ、「学校にはあえてたのまないJのかが、議論となった。「わ

が子Jのみならず近隣や塾、文庫、児童館など、多様な「場jにお

ける子どもと大人との接点が、住民運動側に意識されていて、そ

こをあえて「子ども集会Jで取り上げようとしている点がとても

興昧深い。� 

4 . おわりに

練馬母親連絡会資料は膨大で、ゼミで用いている二ユースはその

ほんの一部にすぎない。他方で、二ユースに関連する資料を探しに、

ゼミの前に共生社会研究センターを訪れる学生も、徐々に現れる

ようになってきた。この点て¥ センターの職員の皆さんに本当に

お世話になっている。対象とする時期の資料群をデジカメで撮影

し、学生が二ユースの理解を深める機会を広げようともしている。

生の一次史料を学部生のゼミで用いることの難しさと、何か新し

いことができるのではないかとい

う期待が、私のな力、で併存してい

る。記録を残して下さった方々に

対する敬意を忘れずに、この資料

から、1970年代とは何かという

点について、学生と共に考え続け

ていきたい。

1973.]ひとつは、『練馬母親二ユース� 年10月20日号の「都市 史料を撮影する沼尻ゼミ学生有志

http://www.rikkyo.acjpjresearchjlaboratoryjRCCCSj
http:kyousei@rikkyo.ac.jp


I練馬母親連絡会資料jのご紹介� 

1.練馬母親連絡会資料のこれまで� 

I練馬母親連絡会(以下、「連絡会J)資料Jは、� 1969年から同

会の事務局担当として活躍された林光さんのご自宅に蓄積したもの

です。連絡会の結成は� 1957年。同年開催された第� 3回日本母親

大会に参加した練馬区の女性たちが、感動を分かち合おうと地元で

報告会をもったのがきっかけて・した。その後、女性たちの交流・学

習 ・行動の場である連絡会は、次第に「運動のひろばJとしての役

割を果たすようになっていきます。結成力、ら� 12年後に大役を引き

受けた林さんは、ご自宅を事務局として提供するとともに、編集者

としての能力を発揮して広範な活動を支えました。

埼玉大学から引き継いだ「資料受け入れの記録Jによると、連絡

会とご縁があった方が、「林さんが亡くなられて資料散逸のおそれ

があるJと関係者から聞き、当時講師をしていた埼玉大学の知人に

話したところ、「そういう資料を集めているところが学内にあるj

と紹介され......と、人から人へ、思いと言葉がリレーされて経済学

部社会動態資料センターにたどり着いたようです。その後連絡会関

係者との協議により同センタ への寄贈が決まり、� 2001年� 9月、

連絡会資料は埼玉大学へ移送されました。

埼玉大学では、受け入れ時の配列を保存すべく資料のまとまりご

とに通番を打ち、表題 ・作成年代等の基本情報を入力した目録を作

成し、資料を閲覧に供していました。それが� 2012年� 3月、立教

大学へ引っ越してきたのです。� 

2. 資料の概要

資料� 1点ごとの詳細な目録が

ないので正確な点数は不明です

が、目録データ件数は� 1，783

件にのぼります。年代は� 1950

年代前半力、ら� 2001年までの

約� 50年聞を力パ し、内容も

保育、学校教育、社会教育、ま

ちづくり、住民参加、平和、福

祉、医療など多岐にわたるため、資料の全体像は容易には見えてき

ません。しかしそのことこそ、連絡会の女性たちが、練馬区という

地域に暮らすなかで見えてくるあらゆる課題に取り組んできたこと

の確かな証拠なのです。

幸いなことに、連絡会の皆さんは便利な手力、かりも残してくださ

いました。まずは練馬母親連絡会編『練馬の主婦たちの歩み� /略年

表.]� (1997年)。この冊子には、林さんと連絡会の皆さんが自らの

活動を内容により分類し、年代順に配列した「略年表jだけでなく、

[練馬母親連絡会満 40年-豆二ユース発行満� 20年を記念する会J 

(1997年� 6月� 7日開催)の記録も収められており、コンパクトな

がら貴重な情報源となっています。また、活動の骨格をつかむため

の一連の資料として、①連絡会発行の「豆二ユース」等のファイル

( 1971 年~ 2000年)� 62冊、②年次ごとに活動関連資料をまと

めた「練馬母親J ファイル (1970 年~ 1999年)� 21問、③請願

陳情 ・ 要望書等のファイル (1967 年~ 2000年)� 19問、 ④会議

打ち合わせ等の内容をメモした林さんのノート (1975 年~ 1995 

年)� 22 冊、⑤領収証等の会計関係ファイル (1968 年~ 1992年� ) 

17冊、が挙げられます。
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『豆二ユ スjファイル

平野 泉(立教大学共生社会研究センター学術調査員)� 

3. rみんなで相談J

「ポスにもマケズ� /ハズにもマケズ� /天下りにも立てわり

(ママ)行政にも マケヌ� /丈夫な心臓をもち� /しつつこく けっ

してあせらず� /いつも みんなで相談しているj注)

これは、� 1976年� 

9月4目、東京文化

会館で開催された社

会教育研究全国集会

全体会で、連絡会の

皆さんが練馬の運動

について構成劇の形

で報告された際のセ

リフの部です。社

会教育は、連絡会に

とって重要なテーマのーってーした。連絡会の機関誌『豆二ユ ス』

第� 1号� (1976年� 3月)には、集会の開催が東京に決まったこと、

実行委員会への参加を要請されたことが報告されています。この『豆

二ユース』と林さんのノート� (1975~ 76年)とを並べて読んで

みると、この年は� 7月に東京母親大会，� 8月には日本母親大会と

大イベン卜が目白押して¥構成劇の準備が本格化したのは東京母親

大会が終わってからだったことや、構成劇の台本¥出演者、費用の

負担など細かいところまで「みんなで相談j しながら詰めていく様

子がよくわかります。「ねりま大根座」と名づけられたにわか演劇

集団の、たった一度の公演は、以前の仲間や家族も巻き込み大成

功を博しました。さめやらぬ感動は『豆二ユース』第� 7号� (1976

年� 9月� 17日)に、そして� 17日に開催された反省会の報告は第� 8

号� (1976年� 10月� 16日)に掲載されています。生き生きとした

語リ口で仲間の活動を伝える『豆二ユース』が、経験共有の媒体と

して果たした役割がよくわかる一例です。� 

4. いま、つむがれる物語

現在、「練馬女性史を拓く会J (1997 年~ )の皆さんが、練

馬区で母親運動に関わった女性たちの記録をまとめ、JlI買次公刊さ

れています。関係者の聞き書きを個人史としてまとめた� 3冊、『始

まリはひとりから一練馬の女性たちの記録 その ~その三.] (同

会、 2003 年 9 月~ 2007年� 9月)、そして、その積み重ねを元に、

連絡会を中心とした母親たちの運動史を描く『始まりはひとりから

一練馬の女性たちの記録総論編その ~二j (同会、 2010年� 

9 月~ 2012年� 11月)はまさに必読文献と言えるでしょう。

連絡会資料は、どなたでもご利問いただけます。できるだけ多く

の方に、ここにご紹介した資料を手がかりに、豊力、で奥深い連絡会� 

資料の世界に分け入っていただければと思います。

注)林光� I誌上再演第16回社会教育研究全国集会全体会報告構成劇

練馬の住民運動と社会教育J、練馬女性史を拓く会 『始まりはひとりから 練

馬の女性たちの記録 その-L 2003年、� p.129. (r月刊社会教育J 21 (1)、� 

1977年� 1月、� pp.44-62より再録)� 
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つくる・うごく・つながる(5)発行:なくそう戸籍と婚外子差別・交流会� 

WVoice~ 創刊:1989年

所蔵号数:	WVoice~ 5-1 0，12-63，65・
 

WVoice合本~ 1990年， 1992年ー


田中須美 子 さ ん(なくそう戸籍と婚外子差別交流会)

婚外子差別の撤廃と女性の多様な生

き方の実現を求めて

現在住民票の続柄欄では、世帯主

の子どもは「子Jと記載されています。

しかし95年3月以前は、親が結婚し

ているか否かで続柄を区別し、「長女

長男子・養子」と差別記載されて

いました。住民票で婚外子力、否かを

区別し、婚外子とわかる記載をする

のは人権侵害であり差別記載の撤廃

をと、88年5月裁判に訴えた「事実婚J
の両親がいました。この裁判が新聞

で大きく報道されたことで、事実婚

を選択した女性や、日IJ姓を願う女性、非婚の母たちが裁判傍聴にかけ

つけ、回を重ねるごとに傍聴者が増えていきました。

結婚すると一方の氏を捨てさせられ、「嫁j役割を強いられることに

原告は疑問を感じ、婚姻届を出しませんでした。その結果子どもが婚

外子として法制度で差別され、原告も「ひどい母親だjと非難されま

した。自分の思いを貫こうとすると子どもが差別され、差別されない

ようにするには、自分の思いを断念しなければなりません。このよう

に人権が対立させられるのはおかしい、子どもも親も人としての尊厳

を大切にされるべきだという闘いは、同じような思いをしている多く

の女性たちから共感を得ていきました。

そしてこの裁判を自らの問題として共に闘おうと、� 88年10月に交流

会が発足しました。

国連各人権機関へ婚外子差別を訴える

会では、裁判勝利のために国連の各人権機関に訴えその勧告を裁判

などで活用することが必要と考え、� 93年の自由権規約委員会を始め

として、子どもの権利委員会や女性差別撤廃委員会に訴えてきました。

l来館者よりひとこと� 

その結果差別法制度を撤廃せよと勧告が繰返し出され、特に女性差

別撤廃委員会では、「それらが女性にもたらす重大な影響についても

懸念するjと婚外子の母に対する差別にも懸念が表明されました。こ

れらの勧告が住民票や戸籍の続柄裁判などに活かされ、制度改正の

一因になりました。このような国連人権機関への訴えの一方で、旧自

治省や法務省との交渉、国会請願署名行動、デモ、毎年の集会などを

行ってきました。� 

7パO婚外子相続差別、最高裁大法廷で弁論へ� 

95年最高裁大法廷は、婚外子相続差別規定を合憲決定しました。

それ以来18年間婚外子やその母は差別され苦しみ続けています。し

かしこの18年の聞に、圏内的(家族関係の多様化や婚外子出生率の

増加)にも国際的(国連勧告が多数出される)にも大きく変化する中、

最高裁は婚外子相続差別を大法廷で審理することを決定し、� 7月10日

に弁論が聞かれます。

会では、「最高裁は少数者の人権を守りこんどこそ違憲判断をjと、

最高裁前で毎月� 1回情宣しています。まだ婚外子差別にNo!電話相談J
を月に一度行い、相続差別や戸籍の続柄記載、事実婚等の相談に取

り組んでいます。婚外子差別は人権侵害であり相続差別は撤廃すべき

との声が高まり、違憲決定が出されることを願います。

今秋で会発足25年、通信� rVoiceJも創刊200号に!� 

88年10月の交流会発足からこの10月で丸25年に、通信� rVoiceJ

は89年3月の創刊号から今年の11-12月号で200号を迎えます。

通信は婚外子差別に関する記事と共に、事実婚や非婚を選択した

理由、{嫁jの問題、「葬式 ・墓Jなど女性たちが抱える今の問題を寄

稿してもらっています。婚外子差別撤廃の問題は婚外子やその母たち

だけの問題ではなく、婚姻制度の規範から解き放たれたいと思う女性

たちに共通する問題だとの提起

を実践記を通し投げかける中で

共感をうみ、読者が広がってき J 
ました。通信� rVoiceJは運動を

進める上での生命線です。婚外

子差別撤廃と女性の多様な生き 11 
方の実現に向け、運動と通信を

両輪として今後も進んでいきた 。r 

いと思います。 医会後。� 01司圭1':.11自� 

) 


最近、大学生から「社会を変えることなんてできな

らし吹く冬の午後でした。扉を開けると平野さん、浅

私が共生社会研究センタ にうかがったのは、木枯

しリという悲観的な言葉を頻繁に聞きます。社会に対

してあきらめがあるようです。そんな世の中だからこ利さんのお二人が声をそろえて、「遠力、ったでしょ、こ

そ、住民資料を手に取って欲しいと思います。なぜなら、
こ。わかりました力、� ?J ハイ、確かに池袋駅からかな

り歩きましたネ。さらに館内を案内していただくときに、「コート着て行

かなきゃ、ここ寒いんですよJと。そうか、ここは遠くて、寒い場所な

のか、と思わす武者ぷるい力、してきました。しかし収蔵庫に案内され、ぎっ

しりファイリングされて、取り出しやすく整理されている資料を見なが

ら、書架の間を巡っていくうちに、私はじっとりと汗をかいていました。

そして、ミニコミ紙の執筆者、市民運動の担い手たちの熱気が、もわー

んと立ちのぼってくるのを確かに私はこの目で見たような気がしました。

手書きの文字や質のよくない紙に込められた思想、情念、祈り

どんな家庭や職場や学校にも会報や二ユースレターの一つや二つはあ

ると思います。その 字、 行、 頁こそが民主主義を実現させる種子

のーっとなることが、ここを訪れて改めて実感できました。寒くても遠

くても、その道のりを歩む一員に加えていただき、私自身も「筑豊女性アー

カイブズJの活動をますます頑張ろうと思いを新たにしました。

平城智恵子さん(筑豊女性アーカイブズをつくる会)

住民運動の資料は、社会に意見した名もなき人たちの

足跡です。先人たちの努力があって、私たちの現在の生活が成り立って

いることを、もっと多くの人に知って欲しいです。

たとえば、共生社会研究センターには[千葉川鉄公害裁判Jの資料が

あります。この裁判は四日市の次に提訴された大気汚染裁判で、公害認

定病の原告が企業に勝訴しました。� 1988年� 11月に判決が下されますが、

同年� 3月に公害健康被害補償法の大気汚染公害の指定地域において、新

規の公害病認定が打ち切りとなリました。工場の排煙は改善されていま

したが、車による大気汚染が改善しない中での、公害行政の後退でした。

その後退を引きとめたのが、この千葉川鉄公害裁判の原告勝利だといわ

れています。国の政策に� NOを突きつけたのです。この訴訟がなければ、

日本は現在も、中国の空と同じような状況にあったかもしれないのです。

千葉川鉄裁判に続いて提訴したのが大阪 西淀川です。私は、大阪の

小さな資料館で西淀川公害の経験を伝えています。住民運動から学ぶ意

義について、発信し続けていきたいと考えています。

林美帆さん(あおぞら財団付属西淀川 公害と環境資料館)



l[1!/~ー主催公開講演会のお知らせ】 | センタ一利用案内

鹿野政直氏講演

『民間学再考一鶴見良行に寄せて-j

[べ卜ナムに平和を !市民連合Jの活動に参加した後、ア力

デミズムの外に身を置きつつ東南アジアでのフィールドワ

クを重ね、� r;てナナと日本人J(岩波新書、 1982年)などの

すぐれた作品を生み出した鶴見良行。� r;てナナ』とほぼ同時期、

日本近現代史の鹿野政直氏もまた、ア力デミズムの外に新し

い認識対象を切り拓く「民間学J (r近代日本の民間学』岩波

新書、� 1983年)の可能性を問いました。鶴見の著作集第3巻、

『アジアとの出会いJ(みすず書房、 2002年)の解説も担当

された鹿野氏に、いま、あらためて民間学を、鶴見の思想と

行動に寄せて語っていただきます。

日時:2013年7月12日(金)� 

18:30---20:30(18:00開場)

場所:立教大学池袋キャンパス� 8号館� 8201教室

参加申し込み:申し込みは不要、どなたでもご自由

にご参加いただけます。

参加費:無料

問い合わせ先:下記

利用資格

とくにありません。立教大学共生社会研究センタ一所蔵資料

の利用を希望される方は、どなたでもご利問いただけます。

開館時間

女ご利用には事前予約が必要です。

月~金曜日(祝日をのぞく)10:00-12:00、13:00-16:00 

ただし、立教大学の一斉休業日のほか、資料整理などのため

臨時に閉館する場合もあります。その場合はあらかじめセン

ターホームページなどでお知らせいたします。

閲覧

初回に簡単な利用者登録をお願いいたします。

資料は原則として閉架式です。ホームページ上で公開してい

るデータベース検索により、あるいはスタッフと相談のうえ

閲覧を希望する資料を特定し、閲覧申請書に記載して提出し

てください。

閲覧に際しては、スタッフの指示に従ってください。

資料の貸し出しは原則として行ないません。

閲覧制限等

資料は原則公開ですが、プライパシー侵害の有無や資料保存

の観点などから閲覧を制限する場合があります。詳しくは下

記までお問い合わせください。

{お問い合わせ・ご予約は}

立教大学共生社会研究センター 干171-8501東京都豊島区西池袋3-34-1(ミッチエル館西棟)

電話:03-3985-4457 FAX:03-3985-4458 E-mail:kyousei@rikkyo.ac.jp 

[2013年度センター組織} {センターへのアクセス} 

センタ一長 高木 恒一(立教大学社会学部教授) JR.私鉄地下鉄各線

運営委員会高木 恒一(センター長、立教大学社会学部教授) 「池袋 j 駅ー地下鉄 I要町 l 駅から徒歩1O ~15分 

藤林 泰(副センター長、埼玉大学教慢共生社会教育研究センタ長)


沼尻 晃伸(副センタ長、立教大学文学部教侵)


老川 慶喜(運営委員、立教大学経済学部教授)


市橋 秀夫(運営委員、埼玉大学教養学部教授)


町村 敬志(運醤委員、一橋大学大学院社会学研究科教授)


スタッフ 学術調査員・平野泉

事務局浅 利 祐 子 �  

( 編集後記� t 
今回は、偶然ながらトップページを除いて執筆者が全員女性

となりました。練馬母親連絡会の資料は、沼尻ゼミのほか、高

陥e仰� 
木恒一センタ一長のゼミでも利用される予定で、どちらも今後

どんな展開になるかが楽しみです。また、新緑の季節到来と
PRIS臥A-AN日eW5附ゲ何d'5/1 

ゐ伽rCooperative Ci お� 討凶凶tiiε5， 一 卜陥Jo.5，JuvilSocie伯� N 山』汀et倍 1n問官� 却e201は3 
ともに、新しいリサーチ ・アシスタント� (RA)の学生� 2名が

3-34一十� 凶� h川比叩� ，Toshimo-ku ，1Nisi--1kebukuro ，Tokyo Jopon 171-8501 

Tel:+81-3-3985-4457 Fox +81-3-3985-4458 

E-moil: kyousei@rikkyo.oc.jp 

p//wwwrikkyo.oc.jp/reseorch/loborotory/RCCCS/ ↑↑h 

評尽き境問問附� 

勤務を開始しました。昨年度に

続き、ぺ平連資料、宇井純資料

の整理を担当してもらっていま

す。彼らの中に日々蓄積してい

く知識を、スタッフ全員、そし

て利用者の方と共有するための

よい方法を模索中です。(平野)
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